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《一言アピール》 脳と心の病気の病態に基づいた、新しい治療法の開発を目指しています。

中枢神経系機能性疾患の病態解析

これまでの中枢神経系機能性疾患（精神障害と一部の神
経疾患）の治療は、疑似モデルの疑似症状の改善を標的
としてきました。今後、機能性疾患の根治的な治療法の
開発が重要と考えています。具体的な手法として以下の
３軸で研究を進めています。

 1)ヒト疾患と同じ病態を獲得したモデル動物の作出
 2)分子病態を突破口とした治療法の確立
 3)新規モデル動物を用いた新たな治療法概念の確立

神経伝達物質開口分泌機構解析

神経細胞から神経細胞への情報伝達を担うのが神経伝達
物質ですが、これまでは情報伝達の受け手である"受容
体"機能を調整する治療薬が開発されてきましたが、送
り手の"開口分泌機構"機能調整薬の開発は進んでいませ
んでした。現在はスクリーニングシステムの構築を試み
ています。

グリア伝達解析

脳の細胞の８～９割は、グリア細胞で占められています
が、グリア細胞の情報伝達への機能は十分に解明されて
いません。神経細胞から神経細胞だけではなく、グリア
－神経－グリアの情報伝達を調整することで、今まで治
療できなかった疾患の治療法の開発の可能性がありま
す。現在は、アストロサイト・マイクログリア・神経の
培養細胞を用いた、in vitro環境下での情報伝達相互作
用の解析を進めています。

モデル動物作出 抗精神病薬創薬

情動安定化薬創薬 抗てんかん薬創薬

パーキンソン病治療薬創薬

所属学会

日本てんかん学会(理事) 日本生物学的精神医学会(評議委員)

日本脳科学会(評議委員)　　 日本精神科診断学会(評議委員)

応用分野

中枢神経系機能性疾患の病態解析 病態標的薬の創薬

論文
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抗てんかん薬・情動安定化薬スクリーニングに

用いられてきた、モデル動物の位置づけ 
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主な保有技術

マイクロダイアリーシス HTRF binding Assay

質量分析 Redox測定
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特許

特開2006-325500 けいれん性疾患に関連する遺伝子変異とけいれん性疾患診断方法

特開2005-245361 てんかんモデル動物(CHRNA4:S284L)


